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会   議   録 

会 議 名 山陽小野田市中学生の文化・スポーツ活動体制整備協議会（第４回） 

開催日時 令和６年７月２３日（火） １８時～１９時３５分 

開催場所 山陽小野田市役所３階 大会議室 

出 席 者 平中 政明、安田 尚弘、吉水 多加志、 

中村 夏江、岩間 英昭、高來 英行、下瀨 昌巳、

宇野 直士、西村 公一、松永 進、東原 秀一、 

河本 渡、宮崎 光巨、藤山 雅之、篠原 正裕 

委 員 数 １７人 

出席者数 １５人 

欠席者数  ２人 

欠席者 重永 澄恵、岸田 茂 
 

事務担当課 

及び職員 

学校教育課 山本課長、田坂主幹、井上係長 

文化スポーツ推進課 原田課長、三浦補佐、高橋、別府 

会議次第 １ あいさつ 

２ 経過報告 

  ・分科会報告 

  ・中学校への調査、生徒との意見交換報告 

  ・児童アンケート結果 

３ 協議事項 

（１） 山陽小野田市中学生の文化スポーツ活動体制整備基本方針 

（素案）について 

（２）その他 
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次第３ 協議事項（１） 山陽小野田市中学生の文化スポーツ活動体制整

備基本方針（素案）について 

 

１のはじめにの部分と、後半の部分にも出てくるが、学校部活動から地

域移行していくという一つ大きな動きがある中で、なぜ最後「○」の部

分に「学校教育の一環としての活動を継承、学校活動との関連を図り」

と入っているのか。学校の部活動から外れるというのであれば、それぞ

れのスポーツや文化活動の運営の裁量というのが非常に大きくなってい

くが、そこに学校の事を考えていかないといけないのか。「学校」という

文言の記載があるのは矛盾しているのではないか。記載がない方が各種

目の専門の方々にとって、動きやすいのではないか。「学校」という文言

を外していく必要があるのではないか。休日は地域移行となっている

が、これを残しておくと、今後平日も部活動がなくなっていくというこ

とがある程度想定される中で、もう一度同じことをしなくてはならなく

なるため、スポーツ団体や連盟が選手育成、人間力育成ということを考

えて、学校という文言を考えずにやった方がやりやすいのではないかと

感じた。 
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会長 

 

Ｋ委員 

 

意図としては、競技団体等に自主的に運営していただくということにな

るが、生徒達の活動の場所として学校行事等を考慮した上で活動してい

ただく必要があるのではないかというところで、こういうような表現を

している。学校に残ると思われるようであれば、表現を変えていく必要

がある。 

 

補足である。本日配付している、子ども達にも配付した県の教育委員会

が作成している「児童生徒及び保護者の皆様へ」を御覧いただいて、そ

の中で地域の子ども達は学校を含めた地域で育てるという概念があり、

次に学校部活動の教育的意義や役割について、地域クラブ活動において

も継承を発展することを目指すとある。山陽小野田市独自で勝手に作成

した文言ではない。県の指針や他市のものを参照して活用している文言

である。今御意見いただいた地域クラブでそれぞれが教育的指導を含め

て協議会とは別の立ち位置で運営をしていくとなると、目が届かないこ

ともある。今までの学校部活動の一部継承する必要は今のところあるの

かなと事務局は考えているため、文言はこのまま残したい。委員の言わ

れたように今後学校の指導要領等も変わっていくことも確かに想定され

るが、この指針については今回制定されたからといって、以後変えない

というものではない。あくまでも現時点の考え方としては、この文言は

残したいと事務局としては考えている。 

 

そこの部分については納得するものがある。話は変わるが、７ページの

３番の「そのためには地域（文化芸術・スポーツ活動の専門家に限定し

ない）」と記載があるが、この言葉がここに入るのは今後発展させていく

のにあまり良い言葉とは思えない。また、目指す姿「◎学校部活動の意

義や役割を継承し、発展させる活動を創出します。」という言葉も、今は

そうかもしれないが、将来的には、文化活動やスポーツ活動をやること

によって人間を育てるというようなことを目指す姿にもっていったほう

が、指導者としてはそういう考えにいきつくのではないか。こういう文

言を記載しない方が今後のために良いのではないか。 

 

７ページの「そのためには地域（文化芸術・スポーツ活動の専門家に限

定しない）」は、有資格者のみに限定しないで、資格がない方でも教えら

れるように記載している。この部分を「地域と」に留めておいてもよい

かもしれないが、わかりやすいように表現している。２番目の「◎学校

部活動の意義や役割を継承し、発展させる活動を創出します。」について

は、先ほども説明したように、国や県が示している文言で表現してい

る。皆さんの御意見を聞きながら、基本的には残していきたいというの

が事務局の考えである。 

 

整理できるところがあれば、事務局で整理してほしい。 

 

５ページの部活動設置状況の表が、恥ずかしながら小野田中の記載が違

っているため、各学校にもう一度確認してほしい。 



3 

 

 

事務局 

 

Ｍ委員 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｍ委員 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ委員 

 

 

 

事務局 
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方針を出す際には、最新のものに更新して出したい。 

 

令和８年４月からは休日の部活動ができなくなるのか。 

 

休日の部活動ができなくなるのではなく、今までの部活動としては廃止

をしていくため、単純に教員の方が何もせずに指導するということがな

くなる。外部指導者が入ってくるのか、地域クラブに移行するのか、先

生方が兼職兼業を取られて指導されるのかのいずれかになる。 

 

兼職兼業が認められないのではないか。 

 

まだ詳しく決まっていない。今後決まっていくが、認めないということ

はない。 

 

兼職兼業については、令和３年に文科省からが通知が出ている。兼職兼

業に当たっては、まずは教員が意思を表明すること。２つ目は指導に当

たって対価が発生するのであれば、兼職兼業を教育委員会に申請して、

教育委員会が認める。教育委員会が認める要件としては、業務に支障が

ないかの判断が一番大きい。学校の今の教育上、勤務時間があってもそ

れ以降に保護者の対応なり、翌日の授業の準備なり、それも業務とみな

されているため、その業務に支障がないのであれば認めることができ

る。加えて、労働時間も考えないといけない。現状中学校の教員が月の

４０時間、多いところでは５０時間を超えているため、それに加えて兼

職兼業で行うのであれば、大幅に負担が増えるということを加味する必

要がある。総合的に判断して兼職兼業を認めるかを検討していくことに

なる。 

 

学校から切り離されるので、準備ができなかったら土日にできなくなる

のか。保護者の立場でいうと、そのあたりをもっと説明していく必要が

ある。保護者は何とかなるくらいにしか思っていない。 

 

今の件に関しては、各分科会で競技ごとに指導者の意見もあるため、そ

のあたりを調整している最中である。まだその具体的な事案が出せない

が、この後継となる委員会の中でまたお話させていただくが、今のとこ

ろ山陽小野田市ではこの方針でいくというものを年内に一旦指導者の意

見を取りまとめてからになるが、出す予定である。その時にまた御意見

を反映させていただき、実質令和８年４月からクラブごとに違ってくる

が、そういったものを示していく。できればやるのではなくて、本来の

クラブに関しては、指導者が不足しないようにできるだけ事務局として

は、今のクラブを継続して土日のどちらか一方はやっていきたいという

ところで協議を図っているところである。 

 

令和８年の４月から、学校の先生が指導することがなくなるとあるが、
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平日については先延ばしのような形で記載しているが、どうせやらない

といけないのであれば、平日も合わせて令和８年４月からやっていくと

いう方向にされてはどうか。それと同時に、様々な課題があるというこ

とで、まず運営母体を作らないと先に進まないのではないか。 

 

これに関しましては、前回の協議会の中で様々な御意見があったかと思

うが、前回の協議会の中でお諮りをさせていただき、最終的に現段階で

は令和８年４月に休日から取り組もうというのが総意であったかと思

う。ただ、なお書きで平日のことも記載している。将来的には学校から

なくなるとは思うが、今はそこまでの準備が間に合わないため、今は最

低限県の方針に沿って期限を間に合わせたい。運営母体についても１１

ページに図があるが、上部に文化協会・スポーツ協会の横に記載がある

のが、行政との調整や指導者情報の把握・提供など、いわゆる運営団体

のことを書いているような見方になっている。これが良いかどうかとい

うところはあると思うが、確かにおっしゃるとおり、スポーツ協会や文

化協会が引き受けていただけるなら、ぜひそうやって記載していきたい

ところであるが、そこまで話が進んでいないのが実情である。動いてい

ただくとなると資金面も必要となる。他市の例でいくと文化協会、スポ

ーツ協会が引き受けて運営母体となっているところもあるが、そこは財

源がどうなるか未定の部分が多くて、謳ったは良いが実際どうするのか

ということもあるため、今のところ書き方としては、運営団体、実施主

体は当然必要とは感じているが、国、県または市の予算の確立ができて

いないため、こういった表記をさせていただいている。 

 

５ページにある「部活動設置状況」の箇所に臨時というのがあるが、こ

れはほぼ学校ではなくて地域でやっている。そこは引き続きやっていく

ということが可能ではないか。一般の通常やっている競技がどこが引き

受けてくれるかというのを検討しないといけない。やはり早めに調整役

のところを決めてもらわないと進まない。 

 

仰せのとおり、例えば臨時部の水泳ですと小野田スイミングスクール等

で日頃練習されており、中体連の大会の際に学校がついていかないとい

けないというルールがあったため、臨時部を立てて教員がついていって

いると聞いている。中体連の中でも競技ごとによってルールがまちまち

と聞いている。今後、例えば小野田スイミングスクールのほうで認定要

件を満たされたら、中体連の競技のほうにそのまま出られる事も当然あ

ると思っている。それらの意見を踏まえて、中学校の方で特に部員数の

多い８種目の競技についてまずは先行して市としてどういうやり方をす

るかということで調整を進めているところである。そのあたりは遅れな

いよう、まずは令和８年４月に生徒が混乱を招くようなことがないよう

に、事前に公表していきたいと思っている。また、この方針ができたあ

かつきには、保護者や生徒の皆さんに説明する機会を設けて、説明して

いきたいと考えている。 
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生徒を預かる教育委員会として、この素案について感じたことを述べて

いきたい。運営主体が一番気になる。いろいろ説明があり、ここにはっ

きり書けないというのはわかる。地域の実情があり、これが正しいとい

う地域移行の進め方はないと思うため、これから議論していただければ

と思うが、一つモヤッとしているのが、地域移行や地域連携という言葉

があるため、地域が子どもを育てるとか、子ども達が将来にわたってス

ポーツや文化活動を続けていけるようにするのが大人の役目だと思う。

地域が子ども達を育てるという文言をどこかに記載していただくとモヤ

ッとしたものが解消されるというのが素直な感想である。 

 

子ども達が部活動から離れて行くというのがあってはならないと思う。

積極的に関わっていきたくなる環境作りをしていく必要がある。文化協

会としては、文化の各団体の運営を文化協会が行うのが責務と思ってい

る。そのためには、事務的作業やコーディネーター的な作業が必要であ

るが、現実的には今の文化協会ではそれを受ける力がない。法人格をも

つ団体としての組織作りがまず必要である。その裏付けとして財政的支

援が必要。それがないと手上げができない。運営団体が早く決まらない

と進まない。 

 

文化協会の方でそういう意向があるということをお聞きできて安心し

た。資金面に関しては重々協議をしていきながら、国や県の動向も踏ま

えて対処していきたい。 

 

文化連盟の立場として、吹奏楽は楽器の管理、練習会場等に関して、組

織としてこういうサポートができるというようなところがある程度出て

こないと、持っていきようがないというのが正直なところである。文化

スポーツ推進課の方が中心となってやっているが、今後地域移行になる

に当たって、市としてこういうサポートができるというような指針が出

てくることが、それぞれの種目が活動の道筋を作っていくには重要であ

る。 

 

重々承知している。 

 

吹奏楽部では、保管や学校の安全等いろいろ協議していく必要がある。

運営団体を早く決めることが必要である。 

 

承知している。 

 

中体連の方から、実施主体の地域クラブ活動の登録要件を満たしていれ

ばということで、その団体が手上げをしたら、市なのか運営団体かが認

めるということだと思うが、認めた時には有利なことがありますよとい

うのは良いことだと思うが、指導者の報酬が必要であり、将来的には平

日も見てもらう必要があり、高額にしていかないとそれだけでは食べて

いけない。そうならないとなり手がなく、そこにかなりのお金がかか
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る。地域クラブとして手上げしたところにはある程度の助成がある等の

形を取っていかないと難しいと考える。方針には載せられないと思う

が、そのあたりを考えてほしい。二つ目は兼職兼業である。教員が必ず

しも全部を見ることはできない。臨時のところはわりとみやすいと思っ

たが、例えば水泳でいくと、登録したら中体連に出られるとしているが

登録がわずかしかない。なぜかというとペイしないからである。それよ

りは学校に頼んで臨時でやった方が良いからである。中体連の大会に出

るのにメリットがないためである。スイミングクラブが登録してメリッ

トがあると思わない限り、登録してこない。そうすると教員の方に負担

がかかってくる。教員の方もみんながみんな休日にやるかというと、そ

んなことはない。休日に本当に面倒見る人がいなくなるということも考

えられる。 

 

宇部市もマニュアルを作成しているが、登録に関するマニュアルを当然

作成していく想定で考えている。様式であったり、どういう利点がある

か、１０ページには利点として３つほどあり、学校施設の優先的な利用

調整、市有施設の利用料の減免、学校備品の利用とは記載しているが、

今言われたように、スイミングなどは自分の施設でされているため、こ

れらは利点にはならないと思われる。そのあたりをどういった形で地域

移行の方に落としていくかということはまた検討していきたいと思って

いる。 

 

１１ページの最後のイメージ図であるが、運営主体が決まっていない

が、その役割をスポーツ協会や文化協会の右側につけているということ

で、そこまでの文章と図とで齟齬があるため、現時点ではイメージ図を

省いてはどうか。実施主体や関係性がはっきりした時点で初めてイメー

ジ図を記載すれば良いのではないか。 

 

同じ意見になるが、もしこのイメージ図をつけるのであれば、「運営団体

候補」などの文言をつけるとか、また総合クラブ以下４つが「地域クラ

ブ活動（実施主体）」のような文言が入ってくると一連が繋がってくると

思う。これはキーワードになるため、これが外れると何のことかわから

なくなるため、補足説明をつけると良いと思う。コーディネーターや事

務局の人数の試算等も必要ではないか。実施主体のリストも早めにあげ

てもらえると候補として協議しやすいのではないか。 

 

そのあたりの意見も今後検討していきたい。 

 

もっと図を見やすいように、大きくしてほしい。 

 

次第３ 協議事項（２）その他 

 

次の協議会は、第５回ということで本日いただいた意見を反映した素案

から原案になると思うが、８月の２０日頃の１カ月後を想定している。
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協創部長 

 

その際、最終案ということで最終調整させていただいた後に、事務局で

最終的な内部調整を行い、市民とのパブリックコメントを実施したいと

思っている。また、議会等の説明を終えて、最終的に原案を１０月に公

表したいと考えている。その後皆様方には第５回を８月の２０日頃に１

回開催した後は、次は１１月頃を想定している。登録に関するマニュア

ルを事務局から提示したい。また、主要種目の各競技の方向性や方針

（案）を示させていただきながら進めていきたい。今年度は国や県の補

助金を活用することが叶わなかったが、来年度は一年前になるため、コ

ーディネーターや事務局の方の予算申請を行い、叶えばスポーツ協会や

文化協会と協議する中で、運営主体を決めていきたいと思っている。素

案について、再度事務局の中で文言の齟齬の調整等行いたい。 

 

お礼のあいさつ 

 

～ 終了 ～ 

 


